



は じ め に





文部科学省の ｢学芸員開講大学一覧｣ (平成 19
年 4月 1日現在) によると, 4年制大学は 301大
学 (国 60, 公 19, 私 222), 短期大学は 30 大学












戸川短期大学 (以下, 短期大学) の博物館学芸員
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要 約
江戸川大学の学芸員資格取得養成課程は, 平成 12年度に開設された｡ 学芸員とは, 博物館資料の収集, 保管,
展示及び調査研究その他これと関連する事業を職務とする博物館の専門的職員である｡
さらに, 博物館の有する研究成果や様々な情報の教育普及活動を職務とする｡ 学芸員は, 博物館の中心にあり,
その活動は博物館活動そのものである｡
学芸員には, 自己の専門分野のみでなく, 博物館学芸員として利用者とのコミュニケーション能力を高め, 芸
術文化や観光交流にも積極的に取り組み, 博物館を取り巻く人々の相互理解や, 風格ある文化の創造に取りくむ
ことが期待されている｡





















短期大学は, 昭和 60 (1985) 年に ｢誠実｣ ｢明




平成 11年 (1999) に, 学科名を文化コミュニ
ケーション学科に変更し, コースを細分化して学
生の個性に応じた課程に変更した｡




平成 17年 (2005) に, 少子化による 18歳人口
の減少など, 大学を取り巻く環境が年々厳しさを
増すなか, 本学が平成 18年 4月に学部・学科を
再編することにあわせて, 短期大学の教育を本学
の新学部・学科に統合することで発展的に閉学す
ることに決定した｡ これに伴い, 平成 18年度以
降, 新規学生の募集を停止した｡











して ｢文化史｣ 分野 5科目から 1科目以上と ｢美









平成 3年 (1991) 度には, 専門分野の選択科目



















10単位以上から 12単位以上 (2単位増) に増や
している｡
修得しなければならない科目の具体的な変更は,
それまで ｢博物館学 (4単位)｣ ｢教育原理 (1単
位)｣ ｢社会教育概論 (1単位)｣ ｢視聴覚教育 (1
単位)｣ ｢博物館実習 (3単位)｣ の合計 10単位で
あったものを, ｢博物館概論 (2単位)｣ ｢博物館
経営論 (1単位)｣ ｢博物館資料論 (2単位)｣ ｢博
物館情報論 (1単位)｣ ｢教育学概論 (1単位)｣
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｢生涯学習概論 (1単位)｣ ｢視聴覚教育メディア




単位)｣ ｢博物館経営論 (1単位)｣ ｢博物館資料論
(2単位)｣ ｢博物館情報論 (1単位)｣ ｢教育学概論
(1単位)｣ ｢生涯学習概論 (1単位)｣ ｢視聴覚教育
メディア論 (2単位)｣ ｢博物館学実習 (3単位)｣
合計 13単位としたのである｡










献できる人材の育成｣ を目指した, いわば ｢人間
陶冶｣ を教育の理念としている｡ 開学からの沿革
を辿ってみる｡
平成 2年 (1990) 開学｡ 社会学部に応用社会学
科, マス・コミュニケーション学科を有す｡





















急速に発展変化する ｢IT (情報技術)｣ 世界の
広がりにより, 新たな展開を見せる時代状況に対








科目は, ｢博物館概論 (2単位)｣ ｢博物館経営論
(1単位)｣ ｢博物館資料論 (2単位)｣ ｢博物館情報
論 (1単位)｣ ｢教育学概論 (1単位)｣ ｢生涯学習
概論 (1単位), 生涯教育論Ⅰ (2単位), 生涯教
育論Ⅱ (2単位) から 1科目 1単位以上｣ ｢教育
メディア論Ⅰ (2単位), 教育メディア論Ⅱ (2単
位), 視聴覚教育メディア論 (2単位) から 1科
目 2 単位以上｣ ｢博物館学実習 (3 単位)｣ 合計
13～14単位とし, 短期大学で実施している科目
をベースにし短期大学と同時に開講していた｡ し
かし, ｢その他の関連科目｣ は 2単位で本学独自









｢地域経営論Ⅱ｣ を設け, 2科目 8単位以上の修
得を課し, 本学の専門性の高い知識を有した学芸
員となれるような設定とした｡
平成 13年度には, ｢博物館学実習 (3単位)｣
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を, 学内でおこなう実習を ｢博物館学実習Ⅰ (1
単位)｣ とし, 学外で博物館業務を体験学習する
実習を ｢博物館学実習Ⅱ (2単位)｣ として, 分
割して実施することとした｡
平成 18年度, 本学は 2学部 5学科の新体制と
なり, それにともなって法令上の科目である必修
科目 12単位のところに該当する科目は全て 2単
位とし, ｢生涯学習論Ⅰ｣ ｢生涯学習論Ⅱ｣ ｢博物




として, ｢文化人類学Ⅰ｣ ｢文化人類学Ⅱ｣ ｢社会
心理学｣ ｢日本文化概論Ⅰ｣ ｢日本文化概論Ⅱ｣
｢ナショナル・トラスト論｣ ｢国立公園論｣ ｢文化・
自然遺産論｣ ｢民俗学Ⅰ｣ ｢民俗学Ⅱ｣ ｢組織行動
論Ⅰ｣ ｢組織行動論Ⅱ｣ ｢現代社会とマスメディア
Ⅰ｣ ｢現代社会とマスメディアⅡ｣ ｢情報セキュリ







を取得した学生は, 平成 12年度 (以下, 年度の
みで省略) 2名, 13年度 1名, ここまでは, 短大
での単位取得分を有する学生｡ 以下は本学の課程
のみ｡ 14年度 6名, 15年度 6名, 16年度 11名,
























そのため, わが国の学芸員は, 自嘲気味に ｢雑
芸員｣ と己の職務の多様さを揶揄して表現し, す
べての職務に対応すべく最善の努力を続けている｡







そして, その採用過程は, 大学院卒業後, アシスタ
ントとしてある一定期間実務経験を積み, その間の
業績によって評価されたものだけが正規の ｢Cura-









































































また, ｢平成 8年 4月 24日生涯学習審議会社会
教育文化審議会報告｣ の, ｢社会教育主事, 学芸
員及び司書の養成, 研修等の改善方策について｣


























料の取扱い｣ であるので, 人文系, 自然科学
系の博物館資料の取扱いを分けて教えるべき｡
学芸員資格に求めることは, ｢資料｣ と ｢交










































































きる｡ なぜならば, 選択科目は, 卒業研究に関連
した基本的な科目群だからである｡
しかし, わが国の博物館 (登録・相当施設) 及
び類似施設の設置状況は, 文部科学省による平成
17年度社会教育調査によると, 博物館では美術
博物館が 423館 (博物館総数に占める割合 35.4％),
歴史博物館 405館 (同 33.9％), 総合博物館 156
館 (同 13.0％) となっている｡ 博物館類似施設で
は歴史博物館が 2,795施設 (博物館類似施設総数
に占める割合 63.3％) で, 美術博物館 664 施設
(同 15.0％), 科学博物館 366施設 (同 8.3％) と












区 分 計 総合博物館 科学博物館 歴史博物館 美術博物館 野外博物館 動物園 植物園 動植物園 水族館
H 5年度 861 109 89 274 281 9 31 22 9 37
H 8年度 985 118 100 332 325 11 33 18 9 39
H 11年度 1,045 126 105 355 353 13 28 16 10 39
H 14年度 1,120 141 102 383 383 11 31 17 10 42
H 17年度 1,196 156 108 405 423 13 32 12 9 38
構成比(％) 100.0 13.0 9.0 33.9 35.4 1.1 2.7 1.0 0.8 3.2
増 減 数 76 15 6 22 40 2 1 －5 －1 －4
伸び率(％) 6.8 10.6 5.9 5.7 10.4 18.2 3.2 －29.4 －10.0 －9.5
表 2 種類別博物館類似施設数
区 分 計 総合博物館 科学博物館 歴史博物館 美術博物館 野外博物館 動物園 植物園 動植物園 水族館
H 5年度 2,843 129 213 1,915 370 29 50 80 21 36
H 8年度 3,522 177 283 2,272 520 48 51 111 19 41
H 11年度 4,064 219 330 2,561 634 71 65 128 17 39
H 14年度 4,243 225 342 2,708 651 85 62 124 13 33
H 17年度 4,418 262 366 2,795 664 93 63 121 16 38
構成比(％) 100.0 5.9 8.3 63.3 15.0 2.1 1.4 2.7 0.4 0.9
増 減 数 175 37 24 87 13 8 1 －3 3 5
伸び率(％) 4.1 16.4 7.0 3.2 2.0 9.4 1.6 －2.4 23.1 15.2
出所：文部科学省 平成 17年度 社会教育調査 http://www.mext.go.jp/b_menu/toukei/001/004/h17.htm
注：｢総合博物館｣ とは人文科学及び自然科学に関する資料を, ｢科学博物館｣ とは主として自然科学に関する資料を, ｢歴史
博物館｣ とは主として歴史及び民俗に関する資料を, ｢美術博物館｣ とは主として美術に関する資料を, それぞれ収集・
保管・展示するものをいい, ｢野外博物館｣ とは戸外の自然の景観及び家屋等の形態を, ｢動物園｣ とは主として動物を,












































博物館法上, 設置者, 資料の整備, 館長・学芸員・









のを ｢地方公共団体｣ ｢公益法人 (財団法人・社
団法人)｣ ｢宗教法人｣ ｢一部の特殊法人 (NHK
と赤十字社)｣ に限定し, それ以外の ｢国の省庁


























う｡ なぜなら, 守重信郎氏は, ｢わが国の大学博
物館の問題点とその背景｣ で, 立正大学の例を挙
げて大学博物館の典型的な経理を示している｡ そ
れは, 人件費 (非常勤, 教員は大学の人件費によ
るためは入らない) 1,123,422 円, 教育研究費




























































( 1 ) 平成 17年度文部科学省実施の ｢博物館関係者
等からの意見聴取の結果の概要｣ は, 平成 18年






( 2 ) ｢新しい時代の博物館制度のあり方について





( 3 ) 守重信郎 ｢わが国の大学博物館の問題点とその
背景｣ 日本大学大学院総合社会情報研究機用 No.
8, 2007年, p. 217.




水藤 真著 『考える博物館 新しい博物館学の模索』
山川出版社, 1998年 10月
倉田公裕著 『博物館学』 東京堂出版, 昭和 54 年
(1979) 3月
倉田公裕・矢島國雄著 『新編博物館学』 東京堂出版,
平成 14年 (2002) 7月
大堀 哲編著 『博物館学教程』 東京堂出版, 1997年 5
月
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